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PROMAPROMA--C C DevNaviDevNavi Ver.1.3 Ver.1.3 新機能のご紹介新機能のご紹介

■以下の新機能追加／機能強化を行いました。

1. 成果量測定機能(★新機能★)
2. Tracの機能強化acの機能強化

① チケットインポート機能

② チケット登録時のユーザー名オートコンプリート機能② チケット登録時の ザ 名オ トコンプリ ト機能

③ チケットのワークフローカスタマイズ機能

④ チケット一覧エクスポート時の文字コード指定機能④ チケット 覧エクスポ ト時の文字コ ド指定機能

3. Subversionの機能強化

① ロック対象ファイル拡張子指定のカスタマイズ機能① ロック対象ファイル拡張子指定のカスタマイズ機能
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１．成果量測定機能１．成果量測定機能(1)(1)

PROMA-C DevNaviのSubversionに成果物を登録／変更するだけで、成果物の規模を自動
で測定します。

れにより 成果物規模に基づいて 進捗をリア タイムに把握する とが可能ですこれにより、成果物規模に基づいて、進捗をリアルタイムに把握することが可能です。

・ドキュメントのページ数（Word／
E l）Excel）
・ソースコードのライン数（Java、C／
C++／C#等）

を自動で測定し、時系列で累計／変
化量をグラフ表示します。

成果物規模がリアルタイムで把握で
きるため 例えば 開発進捗が進んきるため、例えば、開発進捗が進ん
でいない状況がすぐに分かったり、試
験工程で大規模なソース変更があっ
た場合に試験項目の追加を指示する、
といった管理が可能になりますといった管理が可能になります。
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１．成果量測定機能１．成果量測定機能(2)(2)

成果量を測定するルートディレクトリを指定すると、その配下のディレクトリ全ての成果量を測定します。

測定結果は、ディレクトリごとに表示することができます。

グラフの表示期間は １週間／２週間／１ヶ月／２ヶ月／３ヶ月から選択可能です。
ドキュメント／ソースコードの
成果量累計を表示しますグラフの表示期間は、１週間／２週間／１ヶ月／２ヶ月／３ヶ月から選択可能です。 成果量累計を表示します。

今、全体でどれだけの規模が
開発されているのかが分かり
ます。

成果量を表示して
いるディレクトリをいるディレクトリを
示しています。

ドキュメント／ソースコードの

ディレクトリ名をク
リックすると、下位
ディレクトリの成果
量を表示します。

ドキュメント／ソ スコ ドの
日々の変化量が分かります。

例えば、大規模な変更が加わ
った時や、データ削除が行わ
れたことも、一目で分かります。
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２．２． TracTracの機能強化の機能強化(1)(1)

① チケットインポート機能

Excelかカンマ区切りファイル(CSV)から、チケットをTracに一括でインポートすることができます。

一度に大量件数のチケットを登録したい場合に、登録するチケット内容一覧をExcelで作成してこのインポート機能を利用すれば、

簡単にチケットを登録することができます。

インポートするチケットの

これまでExcelで不具合や要件などの管理
を行っていた場合でも、簡単にTracにデー
タをインポートできるため、Tracによる管理

プレビュー表示

を 、 管
に移行することが容易です。
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２．２． TracTracの機能強化の機能強化(2)(2)

② チケット登録時のユーザー名オートコンプリート機能

これまで、チケットの担当者入力時には、ユーザー名を手入力する必要がありましたが、オートコンプリート機能により、プロジェクトメン

オートコンプリートで選択できるようになっ

バーの一覧より選択可能になりました。また、文字列入力による絞込み検索も可能です。

選択 う
た入力項目は、以下の項目です。

・報告者

・担当者

・関係者

チケ トを登録する時に 「担当者 欄にカ ルを置くとチケットを登録する時に、「担当者」欄にカーソルを置くと、
プロジェクトメンバー一覧が表示されます。

「担当者」に割り当てるプロジェクトメンバーを選択すること
ができます。
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２．２． TracTracの機能強化の機能強化(3)(3)

③ チケットのワークフローカスタマイズ機能

Tracでは、不具合管理や要件管理を行う上でチケットの状態遷移を規定します。これをワークフローと呼びます。

例えば、プログラムの不具合を発見した時には、

「発生した不具合のチケットを登録」 → 「担当者の割り当て」 → 「修正完了」

のように基本的な不具合管理の状態遷移がありますが、その遷移を規定することで、作業の漏れを防いだり効率化したりすることが可能です。

PROMA-C DevNaviのTracでは、このチケットのワークフローを、管理画面上からGUIで簡単にカスタマイズできるようになりました。

不具合管理などを含めた開発のフロ は不具合管理などを含めた開発のフローは、
通常、会社ごとに異なります。

PROMA-C DevNaviのTracでは、管理画

面上から簡単にワークフローをカスタマイ面 簡単 ク を タ
ズして、自社の開発フローに合わせること
ができます。

※ PROMA-C DevNaviでは、以下のワー
クフロ を標準でご提供していますクフローを標準でご提供しています。

「チケット登録」→「着手する」→「解決にす
る」→「確認完了にする」→「承認する」
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２．２． TracTracの機能強化の機能強化(4)(4)

④ チケット一覧エクスポート時の文字コード指定機能

Tracには、チケットの一覧をファイルにエクスポートする機能があります。

通常のTracは、エクスポート時の文字コードはUTF-8となっており、文字コードの変更はできません。そのため、エクスポートしたCSV

ファイルは、一度文字コードを変更しないとExcelで開くことができませんでした。

PROMA-C DevNaviのTracでは、管理画面上からエクスポートする文字コードを指定することができるようになりました。

PROMA C D N iのT は エクスポ トしたPROMA-C DevNaviのTracは、エクスポートした
チケット一覧をExcelですぐに参照できるよう、デ
フォルト文字コードはcp932としています。

また オフシ ア開発などにより国際化対応が必また、オフショア開発などにより国際化対応が必
要な場合には、文字コードをUTF-8に設定するこ
とで、エクスポートが可能になります。

ファイルへエクスポートする際の文
字コードを、管理画面で指定します。

Copyright © SMG Co., Ltd. All rights reserved.
8



３．３． SubversionSubversionの機能強化の機能強化

① ロック対象ファイル拡張子指定のカスタマイズ機能
バージョン管理の考え方として、「ロックモデル」と「マージモデル」があります。

「 ク デ バ ジ 管理され る イ 対 編集する人が クを取得 編集 編集が終わ たら「ロックモデル」・・・バージョン管理されているファイルに対して、編集する人がロックを取得して編集し、編集が終わったらコミットしてロ

ックを開放するというモデルです。ロックされている間は他の人はそのファイルをコミットできないため、他の人とファイ

ルの修正が衝突することがありません。

「マ ジモデル」 複数のユ ザ が並行してファイルを修正するモデルです ファイル修正が他の人と衝突する可能性はありますが「マージモデル」・・・複数のユーザーが並行してファイルを修正するモデルです。ファイル修正が他の人と衝突する可能性はありますが、

他の人によってファイルがロックされている間に編集作業ができない、という時間的ロスはありません。

通常のSubversionは「マージモデル」を採用していますが、PROMA-C DevNaviのSubversionは、「ロックモデル」も利用できるよ

うになっています また ファイルの種類(拡張子)ごとに「ロックモデル」か「マージモデル」を指定することが可能です

PROMA C D N iのデ ト設定では

うになっています。また、ファイルの種類(拡張子)ごとに「ロックモデル」か「マ ジモデル」を指定することが可能です。

例えば、「ドキュメント(Word/Excelなど)はロックモデル」「ソースコードはマージモデル」といった運用も可能です。

PROMA-C DevNaviのデフォルト設定では、

利便性を優先するためにソースファイルは
「マージモデル」設定となっています。

すが 利便性より イ 修 衝突にですが、利便性より、ファイル修正の衝突に
よるデグレードの危険回避を優先するために、
ソースファイルも「ロックモデル」で運用する、
ということも可能です。

ファイルへエクスポートする際
の文字コ ドを 管理画面で指
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ということも可能です。の文字コードを、管理画面で指
定します。



ありがとうございました。

ご不明な点 ご要望については 下記までご連絡くださいご不明な点、ご要望については、下記までご連絡ください。

連絡先

エスエムジー株式会社 PROMA-Cサービス担当

TEL：045-476-3171      E-Mail：proma-c@smg.co.jp
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